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目的　高齢者介護施設において，感染症への予防策・対応策の徹底は，リスクマネジメントという
観点から必要不可欠である。本研究は，介護老人福祉施設における感染症の実態とその予防策
および対応策に関する情報を収集し，介護老人福祉施設がより効果的な感染症対策を実施する
ための情報を提示することを目的とした。

方法　全国の高齢者介護施設4,268件を対象とし，郵送法によるアンケートを実施した。調査項目
は，施設の基本属性，感染症発生の状況，感染症予防策・対応策の実施状況に関する全28項目
である。全項目の単純集計と，感染症予防策・対応策と各感染症の発生の有無との関係を検討
するために，x2検定およびオッズ比の算出を行った。

結果　調査票の回収割合は13.3％であった。過去 5年における各感染症発生の状況は，568施設中
301施設で何らかの感染症が発生していた。また，感染症発生の有無と各感染症予防策・対応
策との関係を分析したところ，介護時のマスク使用，感染症マニュアルの内容把握，介護時の
エプロン着用，感染症に関して困っていること，感染症に関する情報の必要性の 5項目におい
て有意な差が認められた。一方で，手洗い，手袋の着用，予防接種の項目においては感染症発
生との有意差は認められなかった。

結論　高齢者介護施設における感染症予防には， 5つの対策が感染症の発生へ何らかの関連を示し
ていることが示唆された。今後は，調査内容を再度精査し同調査を行うことが課題である。

キーワード　高齢者介護施設，感染症予防，感染症対策

Ⅰ　緒　　　言

　現在日本では，高齢化が深刻な社会問題と
なっている。日本における65歳以上の高齢者人
口は2012年 9 月15日時点で過去最高の2,980万
人となり，総人口に占める割合も23.3％と前年
度から24万人の増加を示している1）。2000年に
介護保険法が施行されたことも受け，民間企業
の福祉事業への参入と共により一層充実した福
祉サービスの提供に関心が高まっている。
　一方，近年医療介護施設で発生するノロウイ
ルスによる感染性胃腸炎をはじめとした感染症

の集団発生や，それらを原因とする死亡事故が
相次いでいる事態に関しては，その都度メディ
アなどで大々的に報道されており，社会的な関
心事である。2013年 1 月でも，横浜市緑区の病
院において入院患者が 4 名死亡，総感染者数
121名にものぼるノロウイルスの集団感染が起
きたことが報告された2）。北海道で集計されて
いる施設別ノロウイルス集団感染事例の発生状
況をみると，高齢者介護施設の割合が大きい3）。
高齢者が集団で生活を送る高齢者介護施設にお
いて感染症や食中毒などが発生した場合，高齢
者は若年者に比べて感染症に対する抵抗力が弱
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いため集団感染などの重大な問題へと発展しか
ねない4）-6）。また，いったん感染症に罹患して
しまうと，若年者と比較してその予後は悪く，
機能減退さらには死亡へとつながりかねない7）。
高齢者介護施設で発生しうる感染症は死亡の原
因となる重篤なものからそうでないものまで
様々であるが，感染症に罹患することは入所者
にとって苦痛になるばかりでなく，その家族，
看護師，介護士，施設にとっても金銭的，肉体
的，精神的な負担となる8）。それゆえ，いかに
感染症の発生を予防するかが最も重要である。
　厚生労働省は2005年に，高齢者介護施設等に
おける感染対策に関する通知を出し9），高齢者
介護施設における感染対策マニュアル10）を作成
した。そのマニュアルでは，高齢者介護施設と
感染対策，高齢者介護施設における感染管理体
制，平常時の衛生管理，感染症発生時の対処法
および個別の感染対策について具体的に示して
いる。また，感染予防およびまん延防止の材料
として，米国疾病予防管理センター（CDC： 
Centers for Disease Control and Prevention） 
の医療保健施設感染対策諮問委員会より発表さ
れた医療保健施設における環境感染制御ガイド
ラインを元にした医療保健施設における環境感
染制御のためのCDCガイドライン11）などもある
が，介護の現場では，こういったマニュアルは
情報量が多くて把握しきれず，特に効果の大き
い予防策・対応策はどれであるかがわからない
といった声が聞かれる。それゆえ，高齢者介護
施設で発生している感染症の実態を把握するこ
と，また感染症に対してどのような予防策・対
応策が取られていて，それらがどれだけ効果的
であるのかを明らかにすることの意義は大きい。
まひや認知症などの影響で手洗いなどの予防策
がとれなかったり，認知症の進行で感染症の発
生・まん延につながる不衛生な行動を起こした
りする可能性がある要介護度の高い高齢者が入
所している高齢者介護施設においてはその重要
性はさらに高いものといえる。
　学術的関心という点では，欧米諸国のNursing 
Homeにおける感染症の実態に関する報告はあ
るものの，日本の高齢者介護施設における感染

症に関する調査は特定の感染症に限定したもの
に限られ，また調査地域も特定の場所であるた
め，総合的に国内の感染症の実態とその予防
策・対応策について調査検討したものは少ない。
　そこで本研究では，高齢者介護施設における
感染症の実態とその予防策・対応策に関する情
報を収集し，介護の現場でより具体的かつ効果
的な感染症予防策・対応策を明らかにすること
を目的とした。

Ⅱ　方　　　法

　2007年 9 月時点で，独立行政法人福祉医療機
構が運営している福祉・保健・医療のインター
ネット総合サイトであるWAM NET12）に登録
されている全国の高齢者介護施設4,268件を対
象とし，郵送法によるアンケート調査を実施し
た。回答は各施設の看護師に依頼した。調査紙
は施設概況に関する10項目および感染症実態お
よび予防策・対応策に関する28項目により構成
し，回答は 5件法および 2件法により得た。
　なお，倫理的配慮として，調査紙は同封の書
面にて研究趣旨，研究目的以外では使用しない
こと，回答者の匿名性を保持して扱うことを説
明し，対象者の回答をもって同意とする旨を記
載した。回収期間は2007年 9 月から11月までと
した。本調査における集団感染の発生が「有
り」とは，過去 5年間で 2人以上の感染者が認
められた事例が 1度以上起こった場合とした。
まず基本属性，感染症の発生状況，感染症予防
策および対応策の実施状況について単純集計を
行い，感染症の発生とその予防策・対応策との
関係をx2値およびオッズ比の算出により評価
した。解析にはSPSS Statistics Ver.19，統計
解析ソフトＲを使用した。なお無回答について
は項目ごとに除外して解析を行った。

Ⅲ　結　　　果

　調査票の回収数は568件（13.3％）であった。
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（ 1）　調査対象施設の概況
　調査対象施設の基本属性を表 1に示した。設
置・運営主体は社会福祉法人516施設（90.8％），
設立後の運営年数は19.3±9.3年，施設の定員
は72.3人であった。

（ 2）　調査対象施設における感染症の発生頻度
　調査対象施設における過去 5年間の感染症発
生状況を表 2に示した。感染者 2人以上の感染
症発生が「有り」の施設の合計が301施設
（53.0％），「なし」の施設が265件（46.7％）で
あった。このうちインフルエンザの発生頻度は
155件，結核が 1件，インフルエンザおよび結
核以外の呼吸器感染症の集団発生が15件，疥癬
が72件，尿路感染症が20件，MRSAが15件，ノ
ロウイルス感染症が160件，ノロウイルス感染
症以外の食中毒が11件，その他の感染症が16件
であった。

（ 3）　感染症予防策・対応策の集計結果と感染症
全般の発生有無と予防策・対応策との関連

　感染症予防策・対応策に関する全28項目の集

計結果および感染症全般の発生有無と予防策・
対応策との関連を表 3に示した。なお，項目番
号22，23，24の「感染症の予防・対応に対する
十分な予算」「感染症に対する十分な情報」「十
分な職員数」 3項目に関しては，回答方法は
「十分」「おおよそ十分」「どちらともいえな
い」「あまり十分でない」「不十分」の 5件法を
使用したが，集計および解析にあたっては「ど
ちらともいえない」を除外し，「十分」「おおよ
そ十分」を「有り」とし，「あまり十分でない」
「不十分」を「なし」とした。
　回答の傾向としては，質問したほとんどの予
防策・対応策の実施をしている施設が多い一方
で，職員数の不足や地域ネットワーク，感染症
に関する困りごとや情報を得たいと回答してい
る施設も多かった。
　感染症全般の発生有無と予防策・対応策との
関連をみてみると，28項目中，過去 5年間で 2
人以上の感染症が発生した施設との関連が認め
られた項目は，介護時のマスク使用，感染症マ
ニュアルの内容把握，介護時のエプロン着用，
感染症に関して困っていること，感染症に関す
る情報の必要性の 5項目のみであった。

Ⅳ　考　　　察

　まず初めに，過去 5年間の感染症発生と予防
策・対応策に関連があった項目について考察す
る。マスクの着用に関しては，高齢者介護施設

表 1　調査対象施設の基本属性（ｎ＝568）
ｎ ％

設置・運営主体
　社会福祉法人 516 90.8
　地方公共団体  39  6.9
　その他   8  1.4
設立後の運営年数（年） 19.3±9.3
定員（人） 72.3±27.5 (15~320)

注　ただし欠損は除いた 

表 2　調査対象施設における過去 5年間の感染症発生の状況
（単位　件，（　）内％）

有り なし 無回答

感染症が発生した施設数
（過去 5年間に 1回以上の発生） 301 (53.0) 265 (46.7) 2 (0.3)

各感染症発生の有無
　インフルエンザ 155 (27.3) 411 (72.4) 2 (0.3)
　結核 1 ( 0.2) 565 (99.5) 2 (0.3)
　インフルエンザ・結核の呼吸器感染症 15 ( 2.6) 551 (97.0) 2 (0.3)
　疥癬感染症 72 (12.7) 494 (87.0) 2 (0.3)
　尿路感染症 20 ( 3.5) 546 (96.1) 2 (0.3)
　MRSA 15 ( 2.6) 551 (97.0) 2 (0.3)
　ノロウイルス感染症 160 (28.2) 406 (71.5) 2 (0.3)
　ノロウイルス起因以外の食中毒 11 ( 1.9) 555 (97.7) 2 (0.3)
　その他の感染症 16 ( 2.8) 550 (96.8) 2 (0.3)

で使用されているマスクの多くは
サージカルマスクと呼ばれる医療
用マスクである。また，Ｎ95と呼
ばれるインフルエンザ対策専用の
マスクの着用の有無も現在各高齢
者介護施設において関心が高い。
Ｎ95は20枚入りで約3,000円，サー
ジカルマスクは50枚入りで約800
円13）と，比較的高価であり，高齢
者介護施設での導入することは財
政面からみて容易ではない。本調
査は2007年に実施されたもので，
2009年に世界的にインフルエンザ
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が大流行する以前の結果である。
　当時の大流行を受け，国立感染症研究所感染
症情報センターでは，2009年 5 月末に医療機関
における新型インフルエンザ感染対策を公表し
た14）。そこでは，感染者への対応を行うスタッ
フは，常時サージカルマスクを使用することや，
さらにエアロゾルを算出するリスクのある手技
に関してはＮ95か，それよりも高性能のマスク
着用を提案している。このような動きの中，高
齢者介護施設においても感染症予防に対する危

機感も強まり，何らかの新たな対策がとられて
いることが予想できる。そこで，同様の調査を
縦断研究として実施し，新たな感染症予防の対
策と効果を明らかにしていくことが今後の課題
である。本調査後の2010年に，新型インフルエ
ンザなどの院内感染制御に関する研究会によっ
て，流行期間に各施設で行われた感染対策につ
いて調査され15），対策などが集計されているが，
全数調査ではないため一般化という点では課題
が残る。

表 3　感染症発生の有無と各予防策・対応策との関連
合計 発生施設数 ％ オッズ比 95％信頼区間 ｐ値

1　感染症対策委員会の設置：なし 49 20 40.8 1.73 0.96-3.18 0.07　　　　　　　　　　　　　：有り 513 279 54.4
2 　施設独自の感染症マニュアル：なし 13 7 53.9 0.97 0.31-2.96 0.96　　　　　　　　　　　　　　　：有り 550 292 53.1
3 　マニュアルの存在の把握：なし 16 9 56.3 0.82 0.29-2.24 0.70　　　　　　　　　　　　　：有り 491 252 51.3
4 　マニュアルの内容の把握：なし 39 26 66.7 0.49 0.24-0.97 0.04　　　　　　　　　　　　　：有り 372 184 49.5
5 　職員に対する教育・研修：なし 44 23 52.3 1.06 0.57-1.96 0.86　　　　　　　　　　　　　：有り 516 277 53.7
6 　職員に対する予防接種：なし 12 4 33.3 2.30 0.72-8.71 0.18　　　　　　　　　　　　：有り 553 296 53.5
7 　介護の際の手洗い：なし - - - - - -　　　　　　　　　　：有り 559 296 53.0
8 　介護の際の手袋着用：なし 12 5 41.7 1.62 0.51-5.54 0.41　　　　　　　　　　　：有り 542 291 53.7
9 　介護の際のマスク着用：なし 40 15 37.5 1.99 1.03-3.937 0.04　　　　　　　　　　　　　有り 515 280 54.4
10　介護の際のエプロン着用：なし 23 10 43.5 1.48 0.64-3.52 0.36　　　　　　　　　　　　　：有り 528 281 53.2
11　施設入所者への集団検診：なし 22 10 45.5 1.38 0.58-3.31 0.46　　　　　　　　　　　　　：有り 539 288 53.4
12　施設入居者に対する予防接種：なし - - - - - -　　　　　　　　　　　　　　　：有り 561 299 53.3
13　新規入居者に対する特別な感染症予防策：なし 252 132 52.4 1.09 0.78-1.53 0.60　　の実施　　　　　　　　　　　　　　　：有り 304 166 54.6
14　入居者に感染症の疑いがある場合の特別処置：なし 128 69 53.9 0.97 0.66-1.45 0.90　　の明確な基準　　　　　　　　　　　　　　：有り 428 228 53.3
15　施設でのペーパータオルの使用：なし 30 13 43.3 1.52 0.73-3.25 0.27　　　　　　　　　　　　　　　　：有り 532 286 53.8
16　速乾擦り込み式手指消毒薬の設置：なし 38 22 57.9 0.81 0.41-1.57 0.54　　　　　　　　　　　　　　　　　：有り 520 274 52.7
17　外来者に対する特別な予防策：なし 39 18 46.2 1.37 0.72-2.66 0.34　　　　　　　　　　　　　　　：有り 518 280 54.1
18　空調管理のマニュアル：なし 400 221 55.3 0.73 0.49-1.08 0.12　　　　　　　　　　　　：有り 127 60 47.2
19　換気の実施：なし 12 6 50.0 1.14 0.35-3.70 0.82　　　　　　　：有り 549 293 53.4
20　湿度管理：なし 49 20 40.8 1.73 0.96-3.18 0.07　　　　　　：有り 513 279 54.4
21　行事やイベントなどでの施設外との交流：なし 24 12 50.0 1.15 0.50-2.62 0.75　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：有り 532 284 53.4
22　感染症の予防・対応に対する十分な予算：なし 26 15 57.7 0.81 0.35-1.81 0.61　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：有り 335 176 52.5
23　感染症に対する十分な情報：なし 7 5 71.4 0.40 0.06-1.89 0.28　　　　　　　　　　　　　　：有り 460 231 50.2
24　十分な職員数：なし 164 102 62.2 0.53 0.36-0.79 -　　　　　　　　：有り 261 122 46.7
25　感染症の情報を得るための特別な策：なし 264 140 53.0 1.01 0.72-1.42 0.94　　　　　　　　　　　　　　　　　　：有り 285 152 53.3
26　感染症に関する地域のネットワーク：なし 390 211 54.1 0.81 0.56-1.19 0.29　　　　　　　　　　　　　　　　　　：有り 145 71 49.0
27　感染症に関する施設としての困りごと：なし 322 144 44.7 2.36 1.66-3.37 -　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：有り 221 145 65.6
28　感染症に関する施設として得たい情報：なし 291 128 44.0

2.06 1.45-2.94 -　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：有り 225 139 61.8
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　次に，介護時のエプロンの着用に関してだが，
MRSA感染予防対策に限って，現状でエプロン
の装着は実施率が低いことが報告されている16）

が，本調査において効果が示されたことから積
極的な導入が勧められる。
　感染症マニュアルに関しては，ほとんどの施
設で保有しており，過去の文献からも同様の結
果が報告されているが17）18），本調査では存在の
把握だけではなく，その内容を把握できている
施設ほど感染症の発生が起きなかったという結
果が得られた。2005年，厚生労働省が高齢者介
護施設における感染対策マニュアルを公表し，
多くの施設でこのマニュアルを参考に感染対策
を行ってきたが，そもそもその内容が職員に浸
透しきれていないことが示唆される。今後は感
染症情報の提供と共に，感染症マニュアルの整
備はもちろん，内容を職員全員に周知させるた
め，例えば定期的な職員研修のほかに研修内容
を把握しているかを評価するチェックリストな
どの作成といった工夫が必要である。
　また，感染症に関して施設として困っている
ことが有る，または情報を欲している施設にお
いて感染症が発生していたという結果からは，
予防策・対応策の正しい知識が得られていない
ことが原因であることが指摘でき，研修やマ
ニュアルの整備を通して改善を行うこと，また
具体的にどのような情報が必要であるかを調査
する必要性があげられる。
　本研究では， 5項目の予防策・対応策との関
連がみられたものの，一方で，一般に広く周知
されている手洗い，手袋の着用，予防接種の有
無は感染症発生との有意差は認められなかった。
特に手洗いは感染症全般の予防のために効果的
といわれており，サラヤ（株）による手洗い，
手指消毒の効果についての報告では，手洗い石
鹸液（シャボネットＰ- 5 ：原液使用）の場合，
手洗い前のインフルエンザの感染率を100％と
すると，15秒の手洗いで1.2％，30秒で0.68％
まで低下することが示されている19）。調査では
手洗いの時間までは言及しなかったが，手洗い
はその行為と正しいタイミングがその効果を示
すために重要であるため，本結果の要因として，

まずは介護現場における手洗いが正しいタイミ
ングと方法で行われていないのではないかとい
う点があげられる。厚生労働省の感染症マニュ
アル10）では，「 1ケア 1手洗い」を推奨してい
るが，具体的な手洗いのタイミングや方法，時
間などの提案はされていない。WHOではイン
フルエンザ予防のためには，10項目のタイミン
グを推奨しているため20），より具体的で効果の
ある予防策の公表が課題であるといえる。また
第 2の要因として，本分析は感染症の種類ごと
に手洗いの効果をみたものでなく，感染症全体
との関連をみたものであったことがあげられる。
例えば，接触感染でよく知られるノロウイルス
やロタウイルスはアルコール耐性のため，アル
コール系の石鹸や消毒薬では十分な消毒ができ
ない21）。また，学校や職場で日常的にアルコー
ル系の手指消毒剤の効果を検証した報告22）から
は，インフルエンザへの効果は認められなかっ
た。このように，一口に手洗いといっても，各
感染症すべてに対応するための手洗い方法が徹
底されているわけではなく，十分に効果のある
方法を今後検証していく必要がある。同様に，
手袋の着用に関しても検証が課題である。また，
予防接種に関しても同様に，感染症全体との関
連をみたため差が認められなかったことが考え
られる。

Ⅴ　結　　　論

　本研究において，感染症全体の発生に効果的
な予防策および対応策を示唆することができた。
高齢者介護施設での感染症予防と対策への予算
はある程度整っていることが報告されたため，
特に差が認められた項目の整備を集中的に行う
ことが効果的予防につながるといえる。本調査
後，新型インフルエンザが大流行した年より，
施設内での感染症予防策・対応策はより厳格に
なっていることが想定できるため，調査内容を
再度精査し同調査を行うことで，より現場に役
立つ情報を提示することができると考えられる。
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